
 

科 目  数学A 学年・類型  １年 普通科・国際文理科 単位数  ２  

教 科 書  数学 A (数研出版) 

副 教 材 等  サクシード 数学Ⅰ＋A (数研出版) 

学 習 
 

目 標 

平面図形、集合と論理および場合の数と確率について、基礎的な知識を身につけ、物事を数学

的な考え方で見つめ、処理する力をつける。また、数学的な見方や考え方のよさを認識し、問題

解決に役立てられるようにする。 

学 習 
 

心 得 

１ 中学校の数学と比べて、授業進度も速く、内容も深まっているので日々の予習・復習は欠か

せない。 

２ 数学Aは高校数学の基本となるので、絶対に理解してほしい科目のひとつである。  

 単 元  主 な 学 習 活 動  

一 

学 

期 

場合の数 

 

 

 

 

 

 

・図表などを用いて、集合についての基本的な事項を理解し、統合的に見
ることの有用性を認識し、論理的な思考力を伸ばすとともに、それらを
命題などの考察に生かすことができるようにする。 

[主な指導事項] 

   ・集合        ・集合の要素の個数 
・場合の数       ・順列 

・円順列・重複順列   ・組み合わせ 

・同じものを含む順列 

 

・具体的な事象の考察などを通して、順列・組合せや確率について理解し、不確

定な事象を数量的に捉えることの有用性を認識するとともに、事象を数学的に

考察し処理できるようにする。 

[主な指導事項] 

・確率の基本性質      ・独立な試行の確率 

・反復試行の確率      ・条件付き確率 

・期待値 

確率 

 

二 
 

学 
 

期 

平面図形 

 

 

 

 

 

・三角形や円などの基本的な図形の性質についての理解を深め、図形の見方を豊

かにするとともに、図形の性質を論理的に考察し処理できるようにする。 

[主な指導事項] 

・三角形の辺の比      ・内心、外心、重心 

・チェバの定理、メネラウスの定理 

・円に内接する四角形    ・円と直線   

・方べきの定理       ・２つの円の位置関係 

 

・空間における直線や平面の位置関係について理解し、空間認識能力を養う。ま

た、多面体の性質についての理解を深める。 

［主な指導事項］ 

   ・直線と平面       ・多面体 

空間図形 

三 

学 

期 

 数学と人間の活動 
・整数の性質についての理解を深め、それの事象の考察に活用できるようにす

る。 

 

[主な指導事項] 

・約数と倍数       ・最大公約数と最小公倍数 

・整数の割り算      ・ユークリッドの互除法  

・１次不定方程式     ・記数法 



 
 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 評 価 方 法 

知識・技能 

数学における基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解している。事象を数学化したり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けている。 

・定期考査 

・授業中の活動への取組 

・確認テスト 

思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察し、事象

の本質や他の事象との関係を認識し、発展的に

考察している。数学的な表現を用いて事象を的

確に表現している。 

・定期考査 

・課題等における発展問題への解

答 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとした

り、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し

たりしようとしている。問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ

うとしている。 

・授業に取り組む態度 

・ノート等における記述 

・授業中の発言 

・ルーブリック評価 

 
 


